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   Sixty-two-year-old male farmer came to us with a chief complaint of a mass along the 
spermatic ord on the right side. It was surgically removed and found to be cystic and 
indurative tumor attached to the spermatic ord. Histological diagnosis was adenocarcinoma. 
The patient was symptomless a  to carcinoma of the pancreas and showed urinary amylases 
25 and  Zn65 uptake of tumor being eight times as control. 
   On laparotomy primary carcinoma of the pancreas was observed with metastases to the 
















































































































膵臓癌 の転移は割合早期 に起 ると云 われ,最
も多いのは肝臓であ り,そ の全症例の2/3に於
て見 られ,次 いで総輸胆管,腹 膜,十 二指腸,
肺臓,副 腎,小 腸に も比較的転移が多 く,特 に
肺では膵臓 の原発巣が極めて小であ る に 拘 ら
ず,大 な る転移巣を認め ることもあると云 われ
てい る.そ の他所属 リンパ腺及 びウィル ヒョウ
氏腺,胃,肋 膜,椎 骨 えの転移 も知 られ て い
る.又 結腸,卵 巣及 び睾丸 えの転移は稀であ る
とされ ている.月卒癌 自体では膵頭部 よりも体部
及 び尾部癌が肝臓 及び肺臓 えの転移を起 し易い
とされている.逆 に続発性腫瘍か ら潜在膵原発
巣が発見 され る場合の転移巣 と しては神経系統
が多 く(Benhamoti),脳(Foot,Dickson),脊
髄(Rolleston)等その他従隔安,肺,卵 巣,
膀胱,皮 下等 があげ られ る.一 般には内臓癌 の
皮膚転移 は胃癌が最 も良 く知 られ て居 り数多 く
報告 されて居 るが,膵 臓癌 の皮膚 えの転移 は非
常に稀な ものであ り,我 国では昭和23年安田,
橋本等が一 例報告 を行つ てい るのみ であ る.
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図5肝 臓 に転 移 せ る腺 癌 の像 を 示 す 右側
腺 癌,左 側 健 康 肝 組 織 を認 め る(×10).
図3原 発巣と考えられる膵臓の組織像
(×40).





によると,多 くは良性 で(約3/4),悪性 のもの
が大部分を占めている.本 邦の並木等 の32例で
も同一傾 向を示 し,(肉 腫 が21.8%),癌腫は
僅かに1例 で,そ の症例(三 国報告)は 胃癌 よ
りの続発性転移例 であつ た.我 々の症例 では右
鼠径部の腫瘍に 自潰 な く,嚢 腫形成 を認 めてい
るが,一 方Hegler等によれば骨髄及 び皮下組
織に転移 した膵臓尾部 の腺癌 の剖検例 に於 て脂
肪壊死を認 めて居 り,こ れは癌細胞 が転移後 も
消化酵素の分泌を続 け る故 である と述べ て居 る
ことよりすれば,嚢 腫 の形成 も又納得 され る こ
とと考え られ る.我 国の脾癌 の統計的集成成績
は本庄等の86例,山 形等及 び佐藤 等 の 夫 々71
例,鈴 木等の37例,小黒等 の14例等が比較的多
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